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中核拠点：金沢工業大学 （ビジョン３）



革新材料による次世代インフラシステムの構築 ICC
Innovative Composite Center

海洋・エネルギー分野

社会インフラ

住宅インフラ

次世代
インフラシステム

軽い・強い・錆びない構造材料

炭素繊維強化プラスチック（CFRP）

鉄やコンクリートだけでは実現が困難な，
次世代構造の構築

CFRP長尺構造材

CFRPパネル材（軽量高剛性）

CFRP厚板材

CFRP大型構造部材の
大量＜高速・連続＞生産

バック
キャスト

社会
実装
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～安全・安心で地球と共存できる数世紀社会の実現～



22.01.2015 COI STREAM 2021 会議 3海洋・エネルギー分野

社会インフラ
都市・住宅インフラ

バイオマス資源の活用

革新材料による次世代インフラシステムの構築

新たな価値の創造による社会的インパクト



参考：日本の複合材料分野の現状 ICC
Innovative Composite Center

FRP出荷量の推移
万トン

2017年予想：110万トン
(2.5%の伸び、ドイツは5％))

2017年予想：210万トン
(4.7%の伸び)

*JEC資料等から筆者が作成

＊経済産業省作成

(世界計：約900万トン/年)

 FRPは世界的には成長産業であるが、、新規開拓/開発が出来て無い

 CFRPでは炭素繊維の供給のみ、、適用技術への取り組みに遅れ
(世界計：約10万トン/年)

世界の8％
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積層

樹脂含浸
単層シート 裁断 オートクレーブ硬化 外形トリム

炭素繊維

【熱可塑材料供給】

COI拠点が目指す革新製造技術 ICC
Innovative Composite Center

従来

【炭素繊維織物】 【プリプレグ】 【スタンパブルシート】

加熱

【プレス成形】

加熱

フィルム成形押出＋含浸装置 プレス機

樹脂を高速で溶解し、
繊維をコーティング

プリプレグを
重ねて加熱

プレス機で
加圧し、圧着

【後加工】

加熱・軟化
プレス機で
加圧し、成形

加熱装置

成形品

加熱装置
プレス機

熱可塑性
積層シート

熱可塑性フィルム＆プレス スタンピング成形

【熱硬化性製造プロセス】

＋ ＋

＋＋

革新高速連続成形
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革新的製造技術 ICC

Innovative Composite Center

ダブルベルトプレス装置

【基材開発】

ﾗﾐﾈｰﾄ法、基材改良

厚板シート(t5ｍｍ） ランダムシート

熱可塑ランダムシート連続製造は世界初！

【プロセスシミュレーション ⇔ 成形最適化】

間欠プレス装置

プリプレグ

革新構造材

テープ散布積層装置開発

ロールフォーミングプレス装置

革新材料

Innovative Composite Center

◆連続複合化プロセス

◆連続成形プロセス

連続シート
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革新的製造技術 ICC

Innovative Composite Center

Innovative Composite Center

◆現場重合による樹脂合成と複合材料化の同時プロセス技術

Stage

Horn

VibrationSpecimen

Specimen

Ultrasonic Plastic Welder

低分子液状
室温で低粘度

直鎖状に重合開始
更に分子量増大
直鎖状ポリマー化

分子量増大、室温で固形化

150℃
1 min

2nd stage 3rd stage

Mw≒300 500<Mw<1000 5000<Mw<10000 Mw>40000

150℃
4 min

150℃
5 min

Linear chain extension

引抜成形

プリプレグ

ランダムシート

溶接

加温すると流動性発現 高温で熱可塑性

ロールフォーミング プロセス

高速連続成形

急速重合

VaRTM含浸

ロールフォーミング

モノマー 重合終了

プレス成形
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革新的製造技術 ICC

Innovative Composite Center

Innovative Composite Center

V = L/t 
硬化時間：ｔ
( Mim 10min)

型長さ：L
( Max 0.5m)

Max 3m/hr

30m/hr以上
温風炉長さ：L

( 10m～)

重合時間：ｔ
( Mim 20min)

3600m/hr以上

従来技術(熱硬化性樹脂)

COI（熱可塑性エポキシ樹脂）

耐熱、クリープ特性付与、バイオマス由来の利用へ

現場重合

COI（熱可塑性樹脂）

超高速含浸
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含浸時間：1m/ｓ



基盤技術研究と社会実装化 ICC
Innovative Composite Center

O
O

ROCO OCOR

O

OCOR

O

ROCO

OCOR

OCOR

n

CFRPへ
熱可塑性樹脂

セルロース

バイオマス

【バイオマス由来
熱可塑性樹脂の開発】

超高耐熱(420℃)芳香族ポリイミドの
合成およびフィルム化

連続溶接による
組立て構造ブレード

【垂直軸型風力発電ブレード】【テンションロッド材の耐震補強用途】

善光寺経蔵の耐震補強へ採用

【大型硬翼帆用大型パネル】

40％確証試験機

【熱可塑エポキシの
クリープ寿命評価技術】

◆基盤技術

【高機能樹脂の開発】

◆アプリケーションタスク活動

第1号
搭載目標

(イメージ)

CFRP指向の
セルロース修飾
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2013 2021研究課題
2016

革新
製造
技術

革新
基盤
技術

●
材
料
標
準
化

●
量
産
技
術
の
確
立

革
新
材
料
に
よ
る
次
世
代
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
構
築

2018
（フェーズ１） （フェーズ２） （フェーズ３）

バイオマス由来素材

リサイクル技術

高機能性素材

含浸成形技術

成形・加工装置

繊維/樹脂融合化
中間基材開発

高速連続成形プロセス

アプリケーション検討

二次加工技術

プレス成形技術

材料技術

評価技術

共通部材成形技術

構造物マネジメント
技術

製造技術
の確立へ

●
バ
イ
オ
材
料
の
利
用

●厚板連続シート

●超大型平板技術

●間欠プレス長尺形材

●ロールフォーミング
の実用化(世界初)

●レーザ溶着等

●曲げ加工

ロッド（耐震補強） グランドアンカー

大型パネル（ 風力ブレード、大型帆船）

橋梁部材（PC補強筋緊張材）

●ナノ技術による高機能
化
●革新バイオ材料技術

量産技術へ
の取り組み

●熱可塑性複合材料の
長期信頼性

2014 2015 2017 2019 2020
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ロードマップ ICC
Innovative Composite Center

住宅部材（パネル）

実装毎の
対応へ

社会
実装
技術

認証化
技術指針
作成へ

金工大複合材研究拠点 ICC 
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Undeｒ One Roofによる研究開発体制 ICC
Innovative Composite Center

委託
契約

社会実装を担う企業の取り込み、連携【中核機関】

金沢大

ＪＡＩＳＴ

岐阜大

石川県工
業試験場

岐阜県工業
技術研究所

大和ハウス

東レ

コマツ産機

モーリン
化学

三井海洋
開発

一村産業

大同工業

サンコロナ
小田

津田駒
工業

澁谷工業

小松精練

芦田製
作所

サンド
ビック

明和工業

ナック・ケイ・
エス

ＧＨクラフト

共同研究機関・企業（２８機関・社）

ＮＩＭＳ

京都大

土木研

岡山大

共同研究契約／参画同意書の締結 秘密保持契約の締結

ＪＳＴ

石川県

岐阜県

岡山県

自治体

行政の
バックアップ

JR東海
（調整中）

大内海洋コ
ンサルタント

アドバイザ企業・機関

帝人

新日鉄住金
マテリアルズ

建築
研究所

技術的な
助言提言

前田工繊

革新材料
への要求
性能・コスト
の明確化

革新材料の
社会実装

金沢工業大

日本製紙

日本エフ・
アール・ピー

素材

材料（中間基材）

製造プロセス、装置

成形技術

ユザー（社会実装）

オープンイノベーションのプラットフォームとしてICCが機能し、
企業や研究者を集積することで社会実装を実現する。

異分野・異業種融合の「Under one roof 」の拠点形成

認証機関、ユーザー
材料メーカー

フジタ

デンソー

日本電気硝
子（調整中）

土木研究会

建築研究会

土木分野への革新材料の適用可能
性について、ゼネコン、部材メーカー
等のユーザー、および鉄道、道路、
電力、港湾等の研究機関、発注者
計２７社と検討を実施

国土交通省や建築研究所との連携・
協議により、技術面と法制度に関す
る検討を実施。



Undeｒ One Roofによる研究推進体制 ICC
Innovative Composite Center

21

運営委員会
委員長：大和ハウス工業 池端正一 副委員長：金沢工業大学鵜澤 潔

アプリケーション（タスクチーム）

研究推進グループ（参加研究者 225名）

リーダー 金沢大学 髙橋 憲司

サブリーダー 金沢工業大学 関戸俊英

機構長/プロジェクトリーダー大和ハウス工業 池端 正一

副機構長/研究リーダー 金沢工業大学 鵜澤 潔

共通部材成形技術

基盤技術

機構運営グループ（事務 22名）

知財・人材育成戦略チーム

研
究
進
捗
管
理
・情
報
の
共
有
化

推進委員会
・研究機関や企業から、研究戦略や
予算配分、運営方針について助言

研究支援チーム

産学官連携推進チーム

顧問 金沢工業大学 金原 勲
拠点運営、研究戦略について助言

COI研究推進機構の体制
・運営委員会：COI研究推進機構の運営、研究企画、活動成果について審議
・推進委員会：運営方針や研究戦略に対し、外部からの評価、提言等行う

メンバー 産：鹿島建設、学：金原勲（金工大）、影山和郎（東大）、官：産総研、日本海事協会
・産学官連携推進チーム：石川県産業政策課、石川県産業創出支援機構との産学官連携による事業化戦略を推進する

ビジョン戦略チーム



ICC
Innovative Composite Center

産学連携を効果的にするルール・運営方法の工夫

知的財産の保護・活用および維持管理の拠点ルール・運営方針
・知的財産権をCOI機構で一元管理する独自ルールを策定（全参画機関による共同研究契約書で規定）
・研究成果の共有（共同出願または再実施権の付与）による、研究開発、事業化の促進
・積極的な特許取得の支援
・知的財産取扱専門委員会での協議による、特許出願の可否の判断、実施許諾等の決定、実施料/ロイヤリティー等の取り決め

特許出願件数（累計）
国内１５件、海外４件

ロイヤリティー
の配分

共同出願または
再実施権付通常実施権

COI 研究推進機構（金工大）
知的財産取扱専門委員会（知財に関する意思決定）

研究実施企業・機関

①自ら実施 ③他の参画
企業の実施

④アドバイザ
企業の実施

⑤第三者の
実施

実施許諾 実施許諾 実施許諾

実施料

実施料
実施料 実施料

②自らが指定
する事業者

実施許諾

ＣＯＩ 拠点
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オープンラボ・イージーアクセスの産学官連携プラットフォーム

異分野・異業種で共同研究（アンダーワンルーフ）

企業

社会実装の実現、サプライチェーン/バリューチェーンの確立、産業の活性化,地方創生

Under one roofのイノベーションプラットフォーム ICC(Innovative Composite Center) ICC
Innovative Composite Center
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大学 行政

〇適用研究(商品開発、製造技術、装置開発)を実施。
〇量産製造レベルの試作開発装置の導入
○メンバーシップ、共同研究による企業研究員の受け入れ
⇒  メンバーシップ：34機関・企業 43名の登録
⇒ 共同研究：累計63件（H29年６月）
〇専門教育セミナー

ICC拡張（増築）イメージ図

企業入居による製品開発・実証開発（クローズ）

複合材料の高速・連続成形プロセス開発による革新複合材料実証開発拠点

１F

ICC拡張エリア

ICC既存施設

拡張エリア

企業・大学、業種を超えた
技術者・研究者のネット

ワーク
↓

複合材料適用技術普及



digging the bottom of 
the deep sea 

Next-generation 
house

Road ・Tunnel

Bridge

Marine
Infrastructure The social cost Reduction

（Long-life , light&High-strength）

City & Residential

Infrastructure

Tall building

sailing ship 

Offshore wind power

Creation of new value

COI on ICC

ご清聴ありがとうございました。

持続可能で、安心安全な社会の実現へ



以下、
補足資料



①従来のバイオプラスチックは使い捨てレベルの耐熱性（分解温度230℃程度）
しかなかったが、当該プラスチックは420℃の分解温度を示した

②セルロースの化学修飾方法に関しては、従来の多段階反応より格段に少ないス
テップで、また反応温度も25℃〜80℃付近と、温和な条件による製造技術を確
立した

既存の樹脂、繊維等の素材の機能性の向上（機械特性、熱特性、自己修復性
等）とバイオマスからの素材開発を実施し、従来材料では不可能なアプリケーション
への適用を可能にし、革新材料の社会実装を実現する。

拠点名 革新材料による次世代インフラシステムの構築 中核機関 金沢工業大学

革新素材の開発
担当機関 金沢大学、北陸先端科学技術大学院大学、金沢工業大学、明和工業、モーリン化学、日本製紙

①フェニルアラニン誘導体から新たな高耐熱性バイオポリマーの合成、フィルム化に
成功

②イオン液体中を用いたセルロース修飾方法を開発し、論文化、特許を出願
木質系バイオマスから酪酸酢酸セルロースを製造しCFRPテストピースを成形

①芳香族アミノ酸の置換体という実用に近い芳香族バイオ資源を用いて最も高耐
熱とされるプラスチックであるポリイミドを作成できた

②従来のセルロース修飾法に代替しうる、簡便かつ高効率な反応系を確立し、熱可
塑性セルロース樹脂の数百㎏スケールでの大量供給が期待できる

①芳香族アミノ酸由来のバイオポリマー開発は、低コスト化に大きく貢献しており、
現実的に流通させられる可能性が高い

②セルロース誘導体化技術の確立およびセルロース材料による複合材料の作成は
高機能性木質構造材料の実現をより現実的なものとし、これらの材料が金属代
替物として軽量化社会への貢献が可能となる

目指すべき将来の姿との関係

成果の概要

従来技術・競合技術との比較

成果の特徴

社会的インパクト／経済的インパクト

O
O

ROCO OCOR

O

OCOR

O

ROCO

OCOR

OCOR

n

O
O

HO
OH

O

OH

O

HO
OH

OH

n

セルロース セルロース誘導体（熱可塑性樹脂）

CFRP

炭素繊維

①高耐熱性バイオスーパーエンジニアリングプラスチックの開発

②バイオマス由来高分子をベースとした熱可塑性樹脂の開発

コリスミ酸

AT 
papABC

glucose

フェニルアラニン生産性大腸菌（日本の生物資源）を使用

4-アミノフェニルフェニルアラニ
ン

廃糖蜜

組込み酵素

フェニルアラニン誘導体から新たな高耐熱性バイオポリマーの合成、フィルム化

重合
バイオポリイミド

イオン液体による
セルロース修飾

木質系バイオマス 酪酸酢酸セルロース
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COIの成果



次世代インフラシステムを構築する為に長尺厚肉の熱可塑性CFRPシートの製造
技術が求められている。本テーマでは連続式プレス装置であるダブルベルトプレス
(DBP)を用い、高効率で低コストな量産製造技術を確立し、各種の中間基材を
アプリケーションへ供給する。

拠点名 革新材料による次世代インフラシステムの構築 中核機関 金沢工業大学

革新製造技術の開発（融合化・中間基材）
担当機関 金沢工業大学、サンドビック、サンコロナ小田、一村産業、東レ

・DBPにおける含浸メカニズムを解明し、成形シミュレーションを開発
・厚み3mmシート、0.5m/分速度で目標曲げ強度(バッチプレス並)の9割達
成
・UDテープ片の均一な散布積層の基礎検討とDBPによる等方性ランダムシート
の連続成形技術を開発

固定ローラー式DBPによる連続プレス溶融含浸技術の開発により、従来のバッ
チ式プロセスと比べ生産性が高く、低コストで中間基材の製造が可能。また固定
ローラー式DBPの加圧制御によりランダムシートなど連続繊維だけでない各種の
中間基材の製造が可能である。

・熱伝達及び含浸の理論に基づく高速成形プロセスモデルを構築
・連続成形においては実績のない3mm厚板の熱可塑性CFRPシートを製造
・賦形性・力学特性を両立する等方性ランダムシートの連続製造技術を開発

・長尺厚板の熱可塑性CFRPシートの低コスト量産製造技術を開発して次世代
のインフラ部材として幅広い適用を促進する

・高品質なランダムシートの連続製造技術を開発して連続繊維では適用できない
部材へ適用し革新的なインフラ構造物を構築する

目指すべき将来の姿との関係

成果の概要

従来技術・競合技術との比較

成果の特徴

社会的インパクト／経済的インパクト 厚板シートt=3mm
（織物基材／PA6）

等方性
ランダムシート

スタンパブルシート成形プロセス、製造装置の開発

DBP成形シミュレーションの開
発

UDテープ片の
散布積層技術

ダブルベルトプレス(DBP)装置

連続繊維
織物基材

成形条件(基材、プロセス）の入力

材料
加熱ゾーン１ 加熱ゾーン２ 冷却ゾーン２

＜温度シミュレーション＞

＜含浸シミュレーション＞

材
料ベルト

樹脂粘度

含浸距離

含浸度

温
度

［
℃

］

樹
脂

粘
度

［
P

a
・
ｓ

］

含
浸

距
離

［
μ

ｍ
］

含
浸

度
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革新材料の自動レイアップ技術、連続成形技術の開発と装置開発により、長尺
構造材料の大量生産と、低コスト化を実現し、さらに２次加工技術を確立するこ
とで材料から現場施工までトータルな生産性の向上により、革新材料の社会実
装の拡大を実現する。

拠点名 革新材料による次世代インフラシステムの構築 中核機関 金沢工業大学

革新製造技術の開発（連続成形技術）
担当機関 金沢工業大学、津田駒工業

・ 自動レイアップ装置の開発において、熱可塑性UDプリプレグテープ（1方向繊
維強化テープ材）の固定方法、繊維配向精度、積層材連続製造プロセスを確
立し、多軸プリプレグ自動積層装置として事業化
・ 多軸プリプレグ自動積層装置から供給される積層材を異形断面の長尺部材に
成形するための連続成形プロセスを開発

・ 自動レイアップ装置は、送出し機構を備えることで高い精度の任意配向角の長
尺の積層材の製造が可能
・ 連続成形プロセスは、自動レイアップ装置から供給される積層材をプレス成形
技術を応用した加圧制御技術により高品質な成形が可能

自動レイアップ装置では、高い精度で任意の積層構成の長尺の積層シートを製
造することが可能であり、連続成形プロセスに材料供給することでアプリケーション
の要求に適した高品質の長尺構造材の製造が可能となる。

自動レイアップ装置および連続成形プロセスの開発は、積層材の任意配向によ
る機械特性の向上と連続成形による生産性の向上により、各種アプリケーション
の要求に最適な熱可塑性FRP長尺構造材の供給が可能になり、インフラ構造
等への適用を拡大する。

目指すべき将来の姿との関係

成果の概要

従来技術・競合技術との比較

成果の特徴

社会的インパクト／経済的インパクト

多軸プリプレグ積層装置の積層試験

繊維方向
繊維方向

自動レイアップ装置の開発

連続成形プロセスの開発

多軸プリプレグ自動積層装置

連続成形品

多軸
プリプレグ

多軸プリプレグ自動積層装置

連続プレス成形装置

長尺構造材の連続成形技術の開発

材料供給
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革新材料の高速成形（ロールフォーミング技術）の開発と装置開発により、長
尺構造材料の大量生産と、低コスト化を実現し、さらに２次加工技術を確立する
ことで材料から現場施工までトータルな生産性の向上により、革新材料の社会実
装の拡大を実現する。

拠点名 革新材料による次世代インフラシステムの構築 中核機関 金沢工業大学

革新製造技術の開発（高速成形）
担当機関 金沢工業大学、大同工業

・ ロールフォーミングプロセスにおいて、1段ロール及び2段ロールの基礎検討およ
び材料の特性試験を実施し、高速成形を実証するための多段ロール成形装置を
開発した
・熱可塑性FRPの成形シュミレーションに必要となる各種材料パラメーターを取
得し、ロール成形におけるシミュレーションの適用性を検証した

熱可塑性FRPにおける長尺構造材の高速成形技術は確立されておらず、ロール
フォーミング技術による高速・連続製技術は革新性が高い（製造速度の最終目
標は５m／分）。

ロールフォーミング技術は、従来技術では不可能な『高い製造速度』が特徴であ
り、高い生産性により低コストな長尺構造材の成形が可能となる。

ロールフォーミング技術により、汎用材料となる熱可塑性FRP長尺構造材を低コ
ストで大量生産が可能となり、革新材料の社会実装を拡大することが可能となる。
また、熱可塑性FRPの材料は、従来のFRPに無い２次加工性（曲げ、接合）
を有するため、現場での施工性、作業性を大幅に向上することが可能になる。

目指すべき将来の姿との関係

成果の概要

従来技術・競合技術との比較

成果の特徴

社会的インパクト／経済的インパクト

多段ロール成形装置の検討

ロールフォーミング技術の確立

ロールフォーミング成形による異形断面長尺材 ロールフォーミングの成形

シミュレーション
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革新材料の海外展開を含めた社会実装を加速（革新材料によるインフライノ
ベーションを創出）するため、革新材料のインフラへの早期の実証・実装試験を
進めるとともに、必要な材料データの蓄積、破壊機構の解明、寿命推定等を行
い、材料標準化及び構造物マネジメント技術を構築する。

拠点名 革新材料による次世代インフラシステムの構築 中核機関 金沢工業大学

アプリケーション（社会実装）開発／構造物マネジメント技術の開発
担当機関 金沢工業大学、NIMS、小松精練（株）

①革新ストランドロッドの耐震補強実装試験を開始し、施工性の検証、長期耐
久性の評価を実施
また現場施工において課題となる定着部構造を新たに開発した（特許出願）

②熱可塑性複合材料の長期耐久性データの蓄積を早期から実施し、クリープ荷
重に対する寿命予測の妥当性を見出した

①熱可塑性樹脂を適用したことで、従来のCFRPロッドでは不可能な２次加工
性や現場施工性の向上により、施工まで含むトータルのコストダウンが見込まれる
②熱可塑性複合材料について、新たに耐久性等のデータを蓄積し寿命予測技術
を検討することにより、新たな構造マネジメント技術を確立し、アプリケーションへ
の実装に対しアドバンテージとなる

①ストランドロッドを耐震補強材として既存建築物へ適用検証し、従来材料では
困難な既存構造を生かした耐震補強構造を実現した
②熱可塑性複合材料について、長期使用に対する信頼性の向上、維持管理コス
トの低減が可能となる耐久性データを取得し耐久性予測技術を確立した

①ストランドロッドによる耐震補強により、従来材料・工法では困難な既存建築に
対する新たな技術として期待される

②既存材料、工法に替わる革新材料の早期の実証例により、革新材料の有用
性を示し、他のアプリケーションへの展開を加速する

目指すべき将来の姿との関係

成果の概要

従来技術・競合技術との比較

成果の特徴

社会的インパクト／経済的インパクト

②ナノ・ミクロレベルの信頼性評価技術の開発
熱可塑性複合材料、革新材料の長期耐久性、耐候性評価

①引抜きストランドロッドの開発

CFRPストランドロッドによる耐震補強実装試験（小松精練 fa-bo)

木造建築（文化財等）耐震補強への適用検討 軽量定着部検討

耐久性データの取得 耐久性（クリープ特性）予測
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ICC拡張（増築）イメージ図

ICC拡張（増築）平面図（案）

本事業による
ICC拡張エリア

ICC既存施設

施設（ICC拡張）
・構造：鉄骨造３F建
・延床面積：約2,000m2

・中型設備スペース、小実験室、プロジェクトルーム、
カンファレンスルーム他

設備
・自動積層機（UD、チョップドテープ等）
・引抜き成形機
・試験片加工機
・万能試験機
・耐久試験機 他

予算： 施設４億円、設備３億円連続成形・加工技術
実証エリア

・自動積層機
・連続引抜き成形機

プロジェクト占有
評価試験室

・実証試験用評価装置
（耐久試験等）

プロジェクト室
（入居エリア）

・プロジェクト占有ルーム
・ネットワークエリア カンファレンスルーム（180人収容）

・情報発信、新たな出口創出、ネットワーク形成

１F ２F ３F

拡張エリア
拡張エリア

オープンイノベーション
からのコア技術

社会ニーズの取り込み

プラットフォーム構築に向けた取組み対応の報告 ICC
Innovative Composite Center
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ICC
Innovative Composite Center

岐阜大学ＧＣＣ

名古屋大学ＮＣＣ

・成形、加工

・革新炭素繊維

・構造デザイン

東京大学

金沢工業大学ICC UK-NCC
(Bristol)

EMC2
(Nantes)

CFK-VALLY
(Stade)

MOU締結
東海北陸コンポジット
ハイウェイコンソーシアム

MOU締結

＜国内機関との連携＞ ＜海外機関との連携＞

・COI、ImPACTICC/NCC/GCCと東海北陸地域の
７公設試を中心とした連携活動

コンポジットハイウェイカン
ファレンス2015（金沢開催）

CFK-ValleyとICCの協力協定、
日独企業の技術交流会

コンポジットミーティング2015（ナント市）での日本企業、
ICCブース展示、および日本の取組事例発表
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・国内外の研究機関との連携（ICCを拠点とした複合材料研究開発・事業化へのネットワークの形成）

プラットフォーム構築に向けた取組み対応の報告


